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臨床研究部総括 

1. 臨床研究部概要 

1987年 10月 1日 東京病院 臨床研究部設立 

 

2. 歴代臨床研究部長 

1987.10.01－1991.03.31 米田 良藏 

1991.04.01－1996.06.30 小松 彦太郎 

1996.07.01－1998.07.01 宍戸 春美 

1999.10.01－2008.03.31 倉島 篤行 

2008.04.01－2011.03.31 庄司 俊輔 

2011.04.01－2016.03.31 蛇澤 晶 

2016.04.01－2018.03.31 松井 弘稔 

2018.04.01－2019.06.31 永井 英明 

2019.07.01－      古川 宏 

 

3. 現体制 

臨床研究部長： 古川 宏 

治験管理室長：田下 浩之 

治験管理室主任：後藤 友美子  

治験コーディネーター：丸山 理香 

臨床研究補助員： 5名 

事務補助： 4名 

 

4. 研究室 

細菌免疫研究室：室長 永井 英明 

病理疫学研究室：室長 田村 厚久 

生化学研究室：室長 鈴川 真穂 

薬理研究室：室長 當間 重人 

病態生理研究室：室長 新藤 直子 

看護研究室：室長 宗方 麻理 

 

5. 平成 30年度 主な行事 

H30 年 6月 臨床研究部発表会 

H30 年 7月 臨床研究部運営委員会 

H30 年 11月 国立病院総合医学会 （神戸） 

H31 年 3月 eAPRIN教育研修 5年目修了 
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臨床研究部 研究業績ポイント 

 

 

 

 

 

競争的資金 

 

 

  

臨床研究活動実績 総計

総数 ポイント 総数 ポイント 総数 ポイント
特
許

EBM+NHO
共同研
究

競争的
資金

治験新
規

製販後
調査公
費試験

プロト
コル作
成

ポイント

2018年度（H30） 55 416.703 38 55.5 202 210 682.203 0 18.45 69.51 27.50 85.5 883.163 19位

2017年度（H29） 35 409.102 69 98.5 203 214 721.602 0 71.85 56.21 50.00 75.9 144 1,119.562 19位

2016年度（H28） 31 494.576 51 73.5 202 211 779.076 0 19.2 37.8 47.50 23.5 93 1,000.076 24位 最終報告 990.608

2015年度（H27） 28 286.902 61 87 187 199 572.902 0 17 67.03 45.00 27 81 809.932 28位

2014年度（H26) 22 267.064 68 97.5 209 218 582.564 0 10.9 150.25 70.00 7.75 168 989.464 26位

英文論文 和文論文 学会発表 英文、和
文論文、
学会発表
総和

主任研究者
直接経費金

額

分担研究者
直接経費金

額

間接経費金
額

合計
(直接経費

＋間接経費)

日本学術振興会科学研究費
突発性肺線維症に対する細胞マクロファージ
特異的抗IGF-1抗体療法の試み（17K09634）

大田健 基盤研究（C） 主任 H30.4.16 継続 補助金(研究費) 110 0 33 143

日本学術振興会科学研究費
気道上皮細胞の上皮間葉転換による自然免疫
応答修飾作用の解明（17K09633）

大島信治 基盤研究（C） 主任 H30.4.16 継続 補助金(研究費) 110 0 33 143

日本学術振興会科学研究費
QFT-Plusによる結核診断能評価および新規結
核バイオマーカーの探索（18K08461）

永井英明 基盤研究（C） 主任 H30.7.18 新規 補助金(研究費) 150 0 45 195

厚生労働科学研究費
びまん性肺疾患に関する調査研究（H29-難治
等（難）-一般-023）

蛇澤晶
難治性疾患政策研究事
業

分担 H30.8.3 継続 補助金(研究費) 0 30 0 30

日本医療研究開発機構研究費
肝硬変患者の予後を含めた実態を把握するた
めの研究（18fk0210019h0002）

上司裕史 感染症実用化研究事業 分担 H30.8.31 継続 委託研究費 0 44 8.8 52.8

日本医療研究開発機構研究費
海外とのネットワークを活用した多剤耐性結
核の総合的対策に資する研究
（18fk0108042h0002）

小林信之
永井英明

感染症実用化研究事業 分担 H30.8.31 継続 委託研究費 0 161.5 48.5 210

日本医療研究開発機構研究費
多剤耐性結核に対する新規治療用DNAワクチ
ンの開発・実用化に向けた研究
（18fk0108006h0003）

山根章 感染症実用化研究事業 分担
H30.9.28
H30.10.31

新規 委託研究費 0 138.5 41.5 180

日本医療研究開発機構研究費
ART早期化と長期化に伴う日和見感染症への
対処に関する研究（18fk0410016h0001）

永井英明 感染症実用化研究事業 分担 H30.9.28 新規 委託研究費 0 138.5 41.5 180

日本医療研究開発機構研究費
アレルギー性気管支肺真菌症の新・診断基準
の検証と新規治療開発（18ek0410026h0003）

蛇澤晶
免疫アレルギー疾患等
実用化研究事業

分担
H30.10.25
H30.11.22

継続 委託研究費 0 70.3 21.1 91.4

民間セクターからの寄附金
気管支喘息のバイオマーカーとしての
Siglec-8値の有用性に関する研究

大田健
ノバルティスファーマ
株式会社

主任 H30.10.22 新規 補助金(研究費) 50 0 0 50

民間セクターからの寄附金
関節リウマチ患者における結核既感染率の経
年的変化を明らかにするための研究慢性関節
リウマチに関する研究

當間重人 中外製薬株式会社 主任 H30.10.22 新規 補助金(研究費) 50 0 0 50

民間セクターからの寄附金 感染症に関する研究助成 當間重人 ファイザー株式会社 主任 H30.11.28 新規 補助金(研究費) 50 0 0 50

民間セクターからの寄附金
関節リウマチ患者における帯状疱疹の罹患率
に関する観察研究

當間重人
日本イーライリリー株
式会社

主任 H30.12.11 新規 補助金(研究費) 15 0 0 15

研究種別

研究費獲得額（単位：万円)

財源別
新規

又は継続
研究課題名 研究者名

研究事業名
（依頼業者名）

主任
分担の別

研究費
受領年月日
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ＮＨＯネットワーク共同研究 

（主任研究者） 

（分担研究者） 

番号 研究課題名 研究代表者
H30年度
取得例数

1 H27-NHO(呼吸)-02
次世代シークエンサーによる結核菌の全ゲノム解析を用い
た薬剤耐性結核の診断および治療法の開発に関する研究

小林信之

2 H28-NHO(免疫)-01
本邦における20年の喘息診療の変遷調査と重症喘息を対象
としたクラスター解析によるフェノタイプ・エンドタイプ
の同定

大田健 80

3 H28-NHO(呼吸)-01
肺Mycobacterium avium complex症に対するフルオロキノロ
ンの使用実態調査

川島正裕 27

4 H29-NHO(骨運)-01
本邦における非定型大腿骨骨折の遺伝子リスク因子を探索
するための多施設共同研究

當間重人 1

5 H30-NHO(免疫)-01
関節リウマチ関連間質性肺病変の低分子代謝産物バイオ
マーカーの探索

當間重人

番号 研究課題名 研究責任者
H30年度
取得例数

1 H25-NHO(癌呼)-01
非小細胞肺癌患者に対するerlotinib投与時に皮疹軽減のた
めのminocycline併用の有用性を検討するランダム化比較第
3相試験

田村厚久

2 H26-NHO(呼吸)-01
慢性線維化性特発性間質性肺炎の適正な診断治療法開発の
ための調査研究

成本治

3 H28-NHO(消化)-01
大腸憩室出血の標準的な診断・治療の確立を目指した無作
為化比較試験 喜多宏人

4 H28-NHO(肝)-01
原発性胆汁性肝硬変の発症と重症化機構の解明のための多
施設共同研究

上司裕史

5 H28-NHO(肝)-02 C型肝炎ウイルス駆除後の肝発癌予測に関する研究 上司裕史

6 H28-NHO(免疫)-03
関節リウマチで破壊された関節組織を用いた観察研究ネッ
トワーク体制の拡充-強力な薬物療法後もなお残るリウマチ
の病態解明をめざして-

當間重人

7 H28-NHO(呼吸)-02
間質性肺疾患の「急性増悪」に関する前向き観察と診断基
準作成の試み

成本治 28

8 H28-NHO(多共)-02
メトトレキサート(MTX)関連リンパ増殖性疾患の病態解明の
ための多施設共同研究

當間重人

9 H29-NHO(肝)-01
日本人自己免疫性肝炎(AIH)に関する分子疫学研究と分子標
的療法の確立

上司裕史

10 H29-NHO(肝)-02
薬物性肝障害および急性発症型自己免疫性肝炎を含む急性
肝炎の発生状況および重症化、劇症化に関する因子に関す
る研究

上司裕史

11 H29-NHO(免疫)-02
長引く咳嗽に対する新規診断・治療アリゴリズムの有用性
を検討する非ランダム化比較試験

田下浩之

12 H30-NHO(呼吸)-01
結節・気管支拡張型肺MAC症に対する間欠的治療と連日治療
の多施設共同非盲検ランダム化比較試験

川島正裕
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EBM 研究 

 

 

治験 

研究責任者 研究課題名
H30年度
取得例数

1 永井英明
免疫抑制患者に対する13価蛋白結合型肺炎球菌ワクチンと23価莢膜多糖体型肺
炎球菌ワクチンの連続接種と23価莢膜多糖体型肺炎球菌ワクチン単独接種の有
効性の比較－二重盲検無作為化比較試験－

2

2 大田健
日本人多種化学物質過敏症に関連する遺伝要因の解明～病因病態の解明と客観
的な診断方法の確立に向けて～

7

3 田村厚久
第三世代EGFR-TKIオシメルチニブ治療における血漿循環腫瘍DNAを用いた治療耐
性関連遺伝子スクリーニングの 前向き観察研究

CPI

GFACS

ELUCIDATOR

課題略称

研究課題名 相 所属 責任医師 依頼者

1

院内肺炎又は人工呼吸器関連肺炎患者を対象とし
たイミペネム／シラスタチン／relebactam（MK-
7655A）の有効性、安全性及び忍容性を評価するた
めのピペラシリン／タゾバクタム対照、無作為
化、第III相、二重盲検試験

Ⅲ 呼吸器内科 永井英明 MSD株式会社

2

コントロール不十分な重症喘息患者を対象として,
既存の喘息治療に追加した場合のQAW039の有効性
及び安全性を評価する,52週間の多施設共同,ラン
ダム化,二重盲検,プラセボ対照試験

Ⅲ アレルギー科 大島信治
ノバルティス ファーマ株式会
社

3

早期アルツハイマー病患者を対象にaducanumab
（BIIB037）の有効性及び安全性を評価する多施設
共同無作為化二重盲検プラセボ対照並行群間比較
第Ⅲ相試験

Ⅲ 神経内科 小宮正
バイオジェン・ジャパン株式
会社

4

中等症から最重症の日本人慢性閉塞性肺疾患
（COPD）患者を対象にPT010、PT003、およびPT009
を投与したときの安全性および有効性を実薬対照
のSymbicort® Turbuhaler®と比較検討する多施設
共同28週間反復投与無作為化二重盲検並行群間比
較継続試験

Ⅲ 呼吸器内科　 益田公彦 パールセラピューティクス社

5

GINAステップ3，4，及び5の治療でコントロール不
十分な喘息患者を対象に，既存の喘息治療に追加
投与した場合のQAW039の安全性を評価する，2期投
与（投与期1及び投与期2），ランダム化，プラセ
ボ対照，多施設共同，並行群間試験

Ⅲ アレルギー科 大島信治
ノバルティス ファーマ株式会
社

6
日本人深在性真菌症に対するAK1820の第III相試験
－AK1820の安全性および有効性を評価する、多施
設共同、非盲検試験－

Ⅲ 呼吸器内科 鈴木純子 旭化成ファーマ株式会社

7

ヒトメタニューモウイルス感染症の成人入院患者
を対象としたLumicitabine（JNJ-64041575）を経
口投与したときの抗ウイルス活性，臨床アウトカ
ム，安全性，忍容性，及び薬物動態の検討のため
の後期第2 相，ランダム化，二重盲検，プラセボ
対照試験

Ⅱ 呼吸器内科 川島正裕 ﾔﾝｾﾝﾌｧｰﾏ株式会社

8
ONO-4538　第Ⅲ相試験
非扁平上皮非小細胞肺がんに対する多施設共同二
重盲検無作為化試験

Ⅲ 呼吸器内科 田村厚久 小野薬品工業株式会社

9
慢性咳嗽を有する成人被験者におけるMK-7264の有
効性及び安全性を評価する12ヵ月間の無作為化、
二重盲検、プラセボ対照の第Ⅲ相試験(027試験)

Ⅲ アレルギー科 田下浩之 MSD株式会社

10

化学療法剤INHとRFPに耐性の結核菌（多剤耐性結
核菌）による肺結核患者を対象としたKCMC-001の
筋肉内投与による安全性/忍容性及び予備的な有効
性検討のためのオープンラベル試験（第I相）

Ⅰ 呼吸器内科 山根章 医師主導

11
高度催吐性抗悪性腫瘍薬（シスプラチン）投与患
者を対象としたPro-NETU第Ⅲ相二重盲検比較試験

Ⅲ 呼吸器内科 田村厚久 大鵬薬品工業株式会社
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受託臨床研究・製造販売後調査 

研究課題 所属 責任医師 依頼者

1
献血ベニロン-I使用成績調査（チャーグ・ストラウス
症候群、アレルギー性肉芽腫性血管炎）

アレルギー科 大島信治 帝人ファーマ株式会社

2 コレアジン錠12.5mg使用成績調査 神経内科 椎名盟子
アルフレッサ ファーマ株
式会社

3
ゾレア®皮下注用 特定使用成績調査 （新たに設定され
た投与量換算表に該当する用法・用量）

アレルギー科 大島信治 ﾉﾊﾞﾙﾃｨｽﾌｧｰﾏ株式会社

4

再発危険因子を有するハイリスクStageⅡ結腸がん治癒
切除例に対する術後補助化学療法としてのmFOLFOX6療
法またはXELOX療法の至適投与期間に関するランダム化
第Ⅲ相比較臨床試験　　　　　　　　ACHIEVE-2 Trial
(Adjuvant Chemotherapy for clon cancer with High
EVidencEin high-risk stage 2)

消化器外科 元吉誠
公益財団法人がん集学的
治療研究財団

5

脳梗塞再発高リスク患者を対象とした抗血小板薬併用
療法の有効性及び安全性の検討
CSPS.com(Cilostazol Stroke Prevention Study .
Combination)

神経内科 石津暢隆
公益財団法人　循環器病
研究振興財団
CSPS.com研究事務局

6
気管支充填材EWSの有効性・安全性等に関する使用成績
調査

アレルギー科 田下浩之 原田産業株式会社

7 デルティバ錠50㎎使用成績調査 アレルギー科 大島信治 大塚製薬株式会社

8 「MAC rRNA 検出試薬 TRCReady MAC」の性能評価 臨床研究部 蛇澤晶 東ソー株式会社

9 Alair　気管支サーモプラスティシステム使用成績調査 アレルギー科 田下浩之
ボストン・サイエンティ
フィック　ジャパン株式
会社

10 アノーロエリプタ使用成績調査 臨床研究部 松井弘稔
グラクソ・スミスクライ
ン株式会社

11 オフェブ®カプセル特定使用成績調査(全例調査) 呼吸器内科 赤川志のぶ
日本ﾍﾞｰﾘﾝｶﾞｰｲﾝｹﾞﾙﾊｲﾑ株
式会社

12
オプジーボ®特定使用成績調査（切除不能な進行・再発
の非小細胞肺癌）

呼吸器内科 田村厚久 小野薬品工業株式会社

13
高齢者化学療法未施行IIIB/IV期扁平上皮肺がんに対す
るnab-Paclitaxel + Carboplatin併用療法とDocetaxel
単剤療法のランダム化第III相試験(CAPITAL)

呼吸器内科 田村厚久
独立行政法人国立病院機
構名古屋医療センター

14
侵襲性アスペルギルス症以外のアスペルギルス感染症
における血中アスペルギルスIgG抗体の検討

呼吸器内科 鈴木純子
バイオ・ラッド ラボラト
リーズ株式会社

15 ヴィキラックク®配合錠　使用成績調査 消化器内科 上司裕史 アッヴィ合同会社

16
エリキュース錠2.5mg・5mg　特定使用成績調査（VTE・
長期使用）

循環器内科 青木和浩
ブリストル・マイヤーズ
スクイブ株式会社

17 タグリッソ錠使用成績調査（全例調査） 呼吸器内科 田村厚久 アストラゼネカ株式会社

18 エクリラ400μgジェヌエア特定使用成績調査 アレルギー科 田下浩之 杏林製薬株式会社

19
既治療の進行・再発非小細胞肺がんを対象としたニボ
ルマブ治療における効果と至適投与期間予測に関する
観察研究（NewEpoch）

呼吸器内科 田村厚久
公益財団法人パブリック
ヘルスリサーチセンター

20 エンクラッセ®エリプタ®使用成績調査 呼吸器内科 赤司俊介
グラクソ・スミスクライ
ン株式会社

21 キイトルーダ®点滴静注使用成績調査（非小細胞肺癌） 呼吸器内科 田村厚久 MSD株式会社

22

D2287R00103閉塞性肺疾患観察試験（NOVELTY）
喘息及び／又はCOPDと診断されたかその疑いがあると
診断された患者を対象に、経時的な患者の特性、治療
パターン、及び疾患の負荷の特徴を示し、今後の個別
化治療法の開発を支援しうる喘息／COPDを見分けるア
ウトカムに関連する表現型及びエンドタイプを特定す
ることを目的とした最新（NOVEL）の縦断的
（longiTudinal）観察試験（studY）

アレルギー科 田下浩之

パレクセル・インターナ
ショナル株式会社 パレク
セルアクセスORクリニカ
ルオペレーションズCSM

23
EGFR-TKI治療中に病勢進行をきたした非小細胞肺がん
患者における
遺伝子変異検査及び治療方針決定に関する実態調査

呼吸器内科 田村厚久 -
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24
非結核菌群DNA検出試薬「cobas　MＡｌ」に関する相関
性評価

呼吸器内科 川島正裕
ロシュ・ダイアグノス
ティックス株式会社

25
結核菌群DNA検出試薬「cobas　MTB」に関する相関性評
価

呼吸器内科 川島正裕
ロシュ・ダイアグノス
ティックス株式会社

26

日本人深在性真菌症に対するAK1820の第III相試験－
AK1820の安全性および有効性を評価する、多施設共
同、非盲検試験－

呼吸器内科 鈴木純子 旭化成ファーマ株式会社

27 オプスミット錠10mg特定使用成績調査(長期使用) 呼吸器内科 守尾嘉晃
アクテリオンファーマ
シューティカルズジャパ
ン株式会社

28
ビンダケルカプセル特定使用成績調査－長期使用に関
する調査－

神経内科 中村美恵 ファイザー株式会社

29
在宅酸素療法を必要とする安定期COPD患者における長
期高流量鼻カニュラ酸素療法に対する有効性及び安全
性に関する検討：多施設前向きランダム化比較試験

呼吸器内科 赤司俊介
公益財団法人　先端医療
振興財団

30 レルベア100エリプタ特定使用成績調査 呼吸器内科 赤司俊介
グラクソ・スミスクライ
ン株式会社

31
キイトルーダ®点滴静注　副作用・感染症・有害事象詳
細調査

呼吸器内科 中村澄江 MSD株式会社

32
キイトルーダ®点滴静注　副作用・感染症・有害事象詳
細調査

呼吸器内科 後町杏子 MSD株式会社

33
キイトルーダ®点滴静注　副作用・感染症・有害事象詳
細調査

呼吸器内科 佐藤亮太 MSD株式会社

34
キイトルーダ®点滴静注　副作用・感染症・有害事象詳
細調査

呼吸器内科 佐藤亮太 MSD株式会社

35
アデムパス錠使用成績調査（慢性血栓塞栓性肺高血圧
症）

呼吸器内科 守尾嘉晃 バイエル薬品株式会社

36
テセントリク®点滴静注1200mg 使用成績調査（全例調
査）

呼吸器内科 田村厚久 中外製薬株式会社

37
バリシチニブ（オルミエント）特定使用成績調査　既
存治療で効果不十分な関節リウマチ患者を対象とした
全例調査

リウマチ科 當間重人
日本イーライリリー株式
会社

38 新規抗酸菌核酸検査試薬の臨床性能試験 呼吸器内科 永井英明
株式会社医学生物学研究
所

39
ヌーカラ®皮下注用特定使用成績調査（長期）好酸球性
多発血管炎性肉芽種症

呼吸器内科 大島信治
グラクソ・スミスクライ
ン株式会社

40 新規結核診断薬の予備臨床試験 呼吸器内科 川島正裕 株式会社LSIメディエンス

41
タケキャプ錠特定使用成績調査「非ステロイド性抗炎
症薬投与時における胃漬痬又は十二指腸潰瘍の再発抑
制：長期使用」

整形外科 堀達之 武田薬品工業株式会社

42
オイパロミンにおける副作用・感染症等調査（整理番
号　20180570）

消化器内科 染村祥 富士製薬工業株式会社

43
キイトルーダ®点滴静注　副作用・感染症・有害事象詳
細調査

呼吸器内科 田村厚久 MSD株式会社

44
イミフィンジ点滴静注120㎎、500㎎　切除不能な局所
進行の非小細胞肺癌における根治的化学放射線療法後
の維持療法の患者を対象とした特定使用成績調査

呼吸器内科 田村厚久 アストラゼネカ株式会社

45
切除不能な進行・再発非小細胞肺癌患者に対するアテ
ゾリズマブの多施設共同前向き観察研究：（J-TAIL）

呼吸器内科 田村厚久 中外製薬株式会社

46 テクフィデラ®カプセル使用成績調査 神経内科 中村美恵 エーザイ株式会社

47 ジカディア特定使用成績調査 呼吸器内科 田村厚久
ノバルティスファーマ株
式会社

48
ＡＩを用いた画像解析に必要な基礎的なデータの集積
と臨床応用のために必要な問題点の検出

臨床検査科 蛇澤晶 コニカミノルタ株式会社

49
オプジーボ®一般使用成績調査　がん化学療法後に増悪
した切除不能な進行・再発の悪性胸膜中皮腫

呼吸器内科 田村厚久 小野薬品株式会社

50 ナルベイン注　一般使用成績調査 呼吸器内科 島田昌裕 第一三共株式会社
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Ⅰ 研究室の現状 

細菌免疫研究室                       

室長 永井 英明 

H30 年度報告 

１．研究テーマ 

研究テーマは主に抗酸菌に関わる研究、HIV 感染症に関わる研究、ワクチンに関わる研究等であ

る。 

抗酸菌に関わる研究では、「結核感染における IGRA の意義」については継続的に研究を行ってい

る。また、増加が著しいが治療困難な非結核性抗酸菌症（M. avium complex 症、M. abscessus 症）

についての研究は中心的なテーマになりつつある。 

HIV 感染症については、結核合併例を中心に臨床データの蓄積、HIV 合併結核における IGRA、治療

における問題点の解決をテーマに研究を行っている。 

ワクチンでは、肺炎球菌ワクチン、インフルエンザワクチンについて臨床研究を継続している。

職員のインフルエンザワクチンの免疫原性、安全性については毎年行っている。13 価および 23価肺

炎球菌ワクチンについての免疫原性、安全性について検討している。 

２．研究成果最近免疫 

・第 4世代の QFT である QFT TB Gold Plus が新に登場したが、従来の IGRA である QFT-3G、T-SPOT

との比較を、各種病態で検討した。「結核感染における QFT Gold Plus, QFT Gold In Tube の残血漿

中サイトカイン値の検討」について第 67 回日本感染症学会東日本地方会学術集会・第 65 回日本化

学療法学会東日本支部総会合同学会 2018にて発表（鈴川真穂）。「結核感染の診断における QFT Gold 

In Tube(QFT-3G)中サイトカイン値の有用性に関する前向き研究（赤司俊介）」、「肺 Mycobacteroides 

abscessus complex 症診断時検体での Early reading time における Clarithromycin 耐性（武田啓

太）」を第 94 回日本結核病学会総会にて発表。 

・「80 歳以上の高齢者に対する肺 MAC症治療の忍容性と効果についての検討（新福響太）」を第 59回

日本呼吸器学会総会にて発表。 

・AMED「新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開発推進研究事業」『多剤耐性結核の海外からの

侵入・拡大阻止に向けての疫学・治療研究と診断法の開発（服部班）』の分担研究として「NHO 病院

における HIV 合併多剤耐性結核の実態調査に関する研究（永井英明）」を継続研究。 

・AMED「エイズ対策実用化研究事業」『ART 早期化と長期化に伴う日和見感染症への対処に関する研

究（照屋班）』の分担研究として「HIV 感染者における LTBI の早期発見および治療についての研究

（永井英明）」を継続研究。 
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病理疫学研究室 

   室長  田村 厚久 

Ａ．病理部門 

 

１．研究室の状態 

 平成 30 年度の病理疫学研究室には，当院常勤医師（木谷 匡志医師および蛇澤 晶医師），研修

生（清水 宏繁医師（東邦大学大森医療センター呼吸器内科所属）, 松林 沙知医師（国立国際医

療研究センター呼吸器内科所属））が在籍し，４名は病理形態を中心に研究を行っている。また，田

村 厚久医師を中心に疫学研究が行われているほか，呼吸器内科の teaching X 線フィルムが保管

されている。 

 

２．院内カンファランス 

 経気管支肺生検例や外科的肺生検例を検討する呼吸器内科生検カンファランスおよび手術肺を検

討する肺デモを第２火曜日に行っているほか，内科の剖検例を検討する CPC を適宜，開催している。 

 

３．研究 

 i) 院内共同研究：多数の臨床学会研究報告に共同研究者として参加した。 

 ii) 院外共同研究： 

  a)神奈川循環器呼吸器病センターの小倉 高志氏を代表者とした東京びまん性肺疾患研究会に

参加し，間質性肺疾患を中心とした共同研究を行った。平成 30 年度のテーマは「予後不良の

nonspecific interstitial pneumonia」であった。次年度のテーマは「IgG4 関連疾患」である。 

  b)東海大学医学部の浅野浩一郎教授を班長としたアレルギー性気管支肺真菌症   (ABPM)に関

する AMED 班会議に分担研究者として参加し，ＡＢＰＭの前向き症例登録研究，免疫組織学的な

RAG1/RAG2 の発現の研究を行った。 

  c)東京医科歯科大学の稲瀬直彦教授を班長としたびまん性肺疾患調査研究班に分担研究者とし

て参加し，間質性肺炎，細気管支炎の研究・協力を行った。 

  d)浜松医科大学の須田隆文教授を研究代表者とした”特発性間質性肺炎の診断精度向上とエビ

デンス創出のためのクラウド型統合データベースとインタラクティブ診断システムの開発に関する

研究班（AMED 難治性疾患実用化研究事業）”に研究協力者として参加し、間質性肺炎の診断に関す

る研究の協力を行った。 

 iii) 病理研究室内での研究： 

  抗酸菌症や一次性自然気胸・喀血・ABPM・閉塞性細気管支炎・sarcoidosis・慢性間質性肺炎を

研究課題として取り組んでいる。 
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Ｂ．疫学部門 

 

１．研究活動状況 

平成 30 年度には新たに 14 題の研究が開始され、現在、研究継続中（終了報告未提出含む）の課

題数は 46題に達している。この 46題の内訳は臨床研究 31題、疫学研究 7題、観察研究、ヒトゲノ

ム・遺伝子研究各 2 題、その他 4題で、研究テーマの過半数は肺癌及び胸部悪性腫瘍関連（23 題）、

次いで慢性呼吸器感染症（真菌症、抗酸菌症など）関連 9 題、間質性肺炎関連 5 題など、呼吸器疾

患を対象とする研究が多数を占めている。 

近年、学会や大きな研究グループが主導する大規模疫学研究が増加の一途を辿っており、当研究

室でも継続課題の約半数（22題）が多施設共同研究となっている。今後とも NHO ネットワーク研究・

EBM 研究を中心に多施設共同研究へ積極的に参加し、多数の症例登録を行うことで発表、論文におけ

るプライオリティーを確保していく方針である。 

なお単施設少数症例集積研究の科学的価値の低下を背景に、これまで多くなされてきた当研究室

研究からの原著論文化が難しくなっているため、今後の研究課題数減少が危惧されるところである。

これに対しては、少数症例集積研究が症例報告の範疇で報告されている現状を踏まえ、今後策定さ

れる予定の簡素化症例報告計画書フォーマットを活用、研究の活性化を図っていきたい。 

 

 

１． 国立病院機構ネットワーク共同研究参加 

    a) 70才以上高齢者進行非小細胞肺癌における化学療法に対する脆弱性予測に関する 

検討（分担：田村厚久）－研究終了。30例登録し、発表予定 

    b）非小細胞肺癌患者に対するerlotinib投与時に皮疹軽減のためのminocycline有用性を

検討するランダム化比較第3相試験（分担：田村厚久）－研究終了。12例登録し、発表

予定 

２． 国立病院機構EBM研究 

    a) 第三世代EGFR-TKIオシメルチニブ治療における血漿循環腫瘍DNAを用いた治療耐性関連

遺伝子スクリーニングの前向き観察研究（分担：田村厚久）－症例登録中 

 

２．多施設共同研究参加（上述病理部門研究を除く） 

a) 国立病院肺がん研究会（ＪNHOSGLC)による肺癌登録・予後調査データベース 

の更新と保守管理（分担：田村厚久・事務局）— 症例登録中 

b) 高齢者化学療法未 施行IIIB/IV期 扁平上皮肺 がんに対するnab-Paclitaxel 

+ Carboplatin併用療法とDocetaxel単剤療法のランダ ム化第III相試験（分担：田村

厚久）－症例登録中 

c) 特発性肺線維症合併進行非小細胞肺癌に対するカルボプラチン＋nab-パクリタキセル

＋ニンテダニブ療法とカルボプラチン＋nab-パクリタキセル療法のランダム化 

第II相試験（分担：田村厚久）－症例登録中 

d) がんと静脈血栓塞栓症の臨床研究：他施設共同前向き登録研究-Cancer VTE 
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 Registry-（分担：田村厚久）－症例登録終了。30例登録。 

e) ALK陽性肺癌に関するレトロスペクティブ研究‐ALK陽性肺癌に対するクリゾ 

チニブ後にアレクチニブを投与する治療シークエンスの 臨床効果の多施設共 

同後ろ向き研究(分担：田村厚久)－症例登録終了。16例登録。 

f) 進行非小細胞肺癌に対するPD-1阻害薬投与後の化学療法の有効性や安全性を 

検討する後方視的他施設研究(分担：田村厚久)－症例登録終了。14例登録。 

g) RET 融合遺伝子等の低頻度の遺伝子変化陽性肺癌の臨床病理学的、分子生物 

学的特徴を明らかにするための前向き観察(研究分担：田村厚久)-登録中。 

h) PI3K/AKT/mTOR 経路の遺伝子変異を含む稀な遺伝子異常を有する小細胞肺癌 

の臨床病理学的、分子生物学的特徴を明らかにするための前向き観察研究 

(研究分担：田村厚久)-登録中。 

i) Cell free DNA を用いた次世代シーケンサーによるmultiplex遺伝子解析の有 

効性に関する前向き観察研究(研究分担：田村厚久)-登録中。 

j）ＥＭＬ４－ＡＬＫ融合遺伝子陽性肺癌における耐性機構の検討（分担：田村 

厚久）－症例登録中。 

k) Frailtyを有するEGFR遺伝子変異陽性再発・進行非小細胞肺がんに対する低 

用量erlotinibの第II相試験（分担：日下 圭）－症例登録終了。2例登録。 

l) 呼吸器外科手術症例における多施設データベースの構築（分担：深見武史）－症例登

録中 

m) 肺癌に対するサルベージ手術の有効性と安全性を検討する多施設共同後ろ向き臨床研

究－症例登録終了。1例登録。 

n) 特発性肺線維症急性増悪症例の後ろ向き多施設共同研究（分担：赤川志のぶ 

          －症例登録中。 

o) 膠原病的背景を有する特発性間質性肺炎の多施設共同コホート研究（分担： 

赤川志のぶ）－症例登録終了。1例登録。 

p) 多剤耐性結核の分子疫学的解析、診断･治療法の開発に関する研究：東京都市圏におけ

る多剤耐性結核（分担：小林信之）—症例登録終了。 

q）多剤耐性結核菌の全ゲノム解析による薬剤耐性遺伝子および分子疫学に関する研究

（分担：小林信之）－症例登録終了。 

r) 重症筋無力症及びランバート・イートン無筋力症の全国疫学調査（分担：深見武史）—

症例登録終了。2例登録。 

s) 進展型小細胞肺癌における肝転移の有無が患者の予後与える影響を明らかにするため

の後方視的研究（分担：田村厚久）－症例登録終了。54例登録。 
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病態生理研究室                          

室長 伊藤 郁乃 

1． 組織 

Ｈ30 年度度は、14 課題の研究が行われ、呼吸器内科・呼吸器外科・リハビリテーション科・栄

養管理室の研究が継続中である。研究責任者は、医師・理学療法士・作業療法士・言語聴覚士・

栄養士等、多職種による幅広いテーマが集まっている。 

 

2． Ｈ30年度の行われた研究と成果の一部を示す。 

呼吸器内科 

・気管支喘息に対する気管支サーモプラステイの安全性および有効性についての検討 

・呼吸器疾患に伴う肺高血圧症の多施設共同前向き症例登録研究 

・ＣＯＰＤにおける間質性陰影の有無による呼吸機能の解析 

・気管支拡張症における在宅長期 NPPV の有効性の研究 

・気管支動脈塞栓術における周術期合併症の後ろ向き検討 

・日本における気管支サーモプラステイの有用性と安全性に関する多施設共同研究 

・自己免疫性肺胞蛋白症疑いに対する抗 GM-CSF抗体測定 

呼吸器外科 

 ・間質性肺炎合併肺癌切除患者における術後急性増悪予測多施設共同非介入前向き研究 

リハビリテーション科 

   ・亜急性期病床から回復期リハビリテーション病棟への移行に伴う患者属性・在院日数・自

宅復帰率・ADLの変化に関する調査（学会発表済み・投稿中） 

 ・HOT導入中の患者の ADLに関する実態調査（学会発表済み） 

 ・入浴動作が呼吸器疾患患者の身体へ及ぼす影響と入浴訓練の安全性に関する検討 

（学会発表済み・座長推薦・投稿してアクセプトされ、掲載予定） 

 ・脳卒中回復期患者の麻痺側下肢への機能的電気刺激の即時効果（学会発表済み） 

 ・脳卒中後の嚥下障害に対する電気刺激療法の即時効果の検証 

（院内の臨床研究部発表会で発表・症例集積中） 

栄養管理室 

 ・結核患者の栄養管理の実態と今後の在り方に関する研究（787 症例：学会発表予定） 

 

3． 今後の課題 

多科多職種から幅広い臨床研究テーマが集まり、それぞれの結果を共有することにより、研究の

質、更には診療の質の向上に繋がることが最終的な目標である。 

コメデイカルからの研究課題申請の促進と学会発表、論文化を習慣づけたい。 
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生化学研究室                                     

室長 鈴川 真穂 

１．研究の状況  

 平成３０年度、当研究室では以前から行われている肝炎患者を対象とした厚労班研究、喘息およ

び間質性肺炎のメカニズムに関わる基礎的研究、細胞周期に関わる分子機構の研究を引き続き遂行

した。 

 また、平成３０年度は、大田 健 名誉院長の NHO ネットワーク研究「喘息診療の実態調査と重

症喘息を対象としたクラスター解析によるフェノタイプ・エンドタイプの同定」において、２７施

設の多施設共同研究として１９２５症例の登録を終了し、引き続き追跡調査を行っており、本邦に

おける大規模な喘息診療実態調査となる。 

２.主な研究テーマと進捗状況 

平成３０年度は、東京大学呼吸器内科から迎えた二代目大学院生 荒川さやか先生が学位を取得

された。学位論文のテーマは「IgA のヒト肺線維芽細胞に対する作用とその機序の解明について」

であり、当研究室で遂行した研究内容であった。学位論文に関連した主論文は平成３０年度に採択

されており、“Secretory immunoglobulin A induces human lung fibroblasts to produce 

inflammatory cytokines and undergo activation.”が 2019 年に Clinical Experimental 

Immunology に掲載された。 

平成３０年度から、東京大学呼吸器内科から新たに大学院生 渡邉かおる先生が来られた。テー

マは「レプチンによるヒト肺線維芽細胞活性化機構の解明」とし、すでに “Leptin enhances 

cytokine/chemokine production by normal lung fibroblasts by binding to leptin receptor.”

が Allergollogy International に採択され、2019 年度に掲載された。引き続き、呼吸器疾患の肺組

織を用いて、免疫組織学的検討を加えている。 

東京大学呼吸器内科、群馬大学生体調節研究所、東京大学医科学研究所などとの共同研究を進めて

いる。 

３．今後の展望 

 平成３０年度は、大学院生、ポスドクの小林宏一先生を中心に、論文発表、学会発表を活発に行っ

た。これまでも NHO ネットワーク研究に加え、日本学術振興会科学研究費助成事業の研究を進めて

きたが、今後はさらに、製薬会社の資金サポートを受けたアカデミア・医師主導研究、環境再生保全

機構の調査研究も採択されていることから、これまで以上に研究の幅が広がると考えている。特に、

豊富な症例と研究面での恵まれた環境が備わっている当院の特徴を活用し、基礎および臨床研究と

もに幅広く進めること、また研究に関与するメンバーを増やして、平成３１年度もさらに飛躍して

行きたいと考えている。 
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薬理学研究室 

                 室長 當間 重人（代筆 鈴川 真穂） 

１．主な研究テーマと進捗状況 

当研究室では伝統的に、抗結核薬の血中濃度測定を明治薬科大学の花田和彦先生に測定していただ

き、結核患者の診療に役立てている。 

また、アスペルギルスに関する研究も行っており、肺アスペルギルス症臨床分離株におけるアスペ

ルギルス薬剤感受性の検討を、千葉大学真菌医学研究センターの亀井克彦先生と当院の鈴木純子先

生が検討している。 

平成２９年度からは、過敏性肺炎に対する抗原抽出と沈降抗体の検出が可能な系を確立し、過敏性

肺炎の診療に役立てている。 

IPF の研究において世界的に有名な David Schwartz 先生と当院 大田健名誉院長との共同研究にお

いては、IPF患者の遺伝学的検討から、“Resequencing Study Confirms That Host Defense and 

Cell Senescence Gene Variants Contribute to the Risk of Idiopathic Pulmonary Fibrosis.”

が Am J Respir Crit Care Med.に採択され、2019 年度に掲載された。 

大田 健 名誉院長のボストンサイエンティフィック社による Investigator-Sponsored Research 

Programに採択された研究課題「成人重症喘息に対するサーモプラステイ治療の作用機序の解明」に

ついては、多施設共同研究観察研究であり、気道粘膜生検や気管支被覆液の解析を含んでいるが、

順調に患者の登録が進んでいる状況である。 

この他にも、呼吸器疾患で重要な疾患と治療薬に関する様々な研究が実施されている。 

 

２．今後の展望 

 当研究室では、臨床検体を用いた免疫組織化学的検討も活発に行っており、新たに呼吸器疾患の

病態解明に結びつくような研究が複数開始されている。 

 一方、他施設との共同研究も精力的に進めており、当院に限らず、他の施設でも興味を持ってい

ただけるような有意義な研究を推進し、当院臨床研究部の活動の幅が確実に広がっていると考えて

いる。 

 研究および実験に関与する人も着実に増加していることから、来年度以降もさらに充実した研究

活動を進めて行きたい。 
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看護研究室 

室長 宗方 麻理 

 

 臨床の看護実践における看護研究は、大変有意義であり、看護の質向上にも反映されると 

考える。看護部では、東京医療保健大学から講師を招き、月に一回の指導を受け看護研究を 

進めてきた。平成 30年度は国立病院総合医学会に 3 題、国立病院看護研究学会に 1題、 

他学会に４題を発表した。看護研究室として、今後も研究活動の支援を積極的に行っていき 

たい。 

【平成 30年度研究発表実績】 

１．第 72回国立病院総合医学会 

  1)ICUにおける挿管患者へのせん妄ケアの現状～J-PAD ガイドラインを導入して～     

ＩＣＵ看護師 脇実花 

  2)緩和ケア病棟で最期を迎える患者の家族へのケア計画～ﾘｰﾌﾚｯﾄを用いた家族ケに 

着目して～ 

１病棟看護師 八丁明菜 

  3)退院調整看護師参加によるスムーズな在宅緩和ケアへの移行 

    地域連携室 退院調整看護副看護師長 野上智絵 

２．第 16回国立病院看護研究学会 

1)看護師の勤務体制変更による脳血管疾患患者の転倒に関する考察 

    ３西病棟看護師 安田将 

３．第 59回日本肺癌学会学術集会 

1)外来科学療法室における緩和ケア介入の後方視的調査外 

外来副看護師長 がん化学療法看護認定看護師  井原亜沙子 

４．平成 23 年度日本緩和医療学会学術大会 

1) 緩和ケアチーム活動の質の向上を図るための取り組み 

  緩和ケア認定看護副看護師長  村山朋美 

  2)多職種チーム連携により意志決定支援を実践し在宅での最期を迎えられた一事例 

地域連携室 退院調整看護副看護師長 野上智絵 

５.回復期リハビリテーション病棟協会第 33回研究大会 

  1)経腸栄養ポンプ使用に嘔吐症状の改善がみられ離床が可能となったくも膜下出血 

の一症例 

    ３西病棟看護師 中村真弓 
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治験管理室 

室長 田下 浩之 

体制 

H30 年度の治験管理室は臨床研究部長の下、治験管理室長、治験主任、常勤 CRC 2 名（看護師 1名、

薬剤師 1名）、非常勤 CRC 1 名、臨床研究補助員 1名、治験事務補助員 2名で運営されている。 

主な業務は治験や受託研究、臨床研究の事務局、治験参加者のリクルート、治験実施の補助に加え、

治験審査委員会及び臨床研究倫理審査委員会の事務局を行っている。 

 

実績 

H30 年度は新規の治験は前年より増加したが治験実施症例数は前年よりも減少した。受託研究につ

いては、件数は例年並みであったが請求額は減少した。 

治験審査委員会及び臨床研究倫理審査委員会については毎月 1回定期的に開催されている。 

治験実施件数は減少傾向ではあるが、今後も円滑な治験運営、新規治験の獲得に注力している。 

 

    26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 

治験 

治験実施件数 21 14 20 13 11 

新規 6 6 8 2 5 

同意説明症例数 60 27 33 32 26 

同意取得症例数 31 23 24 23 18 

投与症例数 27 17 18 20 11 

受託研究 新規 16 16 19 22 20 

受託研究請求額（千円） ¥43,942 ¥44,439 ¥49,552 ¥35,924 ¥28,679 

 

      26年度 27年度 28年度 29 年度 30年度 

治験審査委員会 

治験 
新規 2 2 7 1 3 

継続 120 59 78 60 38 

受託 
新規 16 15 14 22 19 

継続 52 41 33 46 47 

臨床研究倫理審査委員会   
新規 58 28 26 48 38 

継続 42 44 38 44 65 

利益相反審査委員会   新規 22 28 41 57 46 

臨床研究事前審査会   新規 60 30 33 49 40 
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Ⅱ 研究実績 

英文原著論文（筆頭筆者） 

1. Arakawa S, Suzukawa M, Watanabe K, Kobayashi K, Matsui H, Nagai H, Nagase T, Ohta K. 

Secretory immunoglobulin A induces human lung fibroblasts to produce inflammatory cytokines and 

undergo activation. Clinical and Experimental Immunology. 2019 Mar;195(3):287-301. doi: 

10.1111/cei.13253. 

 

2. Arakawa S, Suzukawa M, Ohshima N, Tashimo H, Asari I, Matsui H, Kobayashi N, Shoji S, Nagase 

T, Ohta K. Expression of Siglec-8 is regulated by interleukin-5, and serum levels of soluble Siglec-8 

may predict responsiveness of severe eosinophilic asthma to mepolizumab. Allergology international. 

2018.67;S41-S44  

 

3. Ando T, Kawashima M, Matsui H, Takeda K, Sato R, Ohshima N, Nagai H, Kitani M, Hebisawa A, 

Ohta K. Clinical Features and Prognosis of Nontuberculous Mycobacterial Pleuritis. Respiration 2018 

96 6:507-513 

 

4. Ando T, Kawashima M, Masuda K, Takeda K, Okuda K, Suzuki J, Ohshima N, Horibe M, Tamura 

A, Nagai H, Matsui H, Ohta K. Exacerbation of chronic pulmonary aspergillosis was associated with 

a high rebleeding rate after bronchial artery embolization. Respir Investig. 2019 May;57(3):260-267. 

doi: 10.1016/j.resinv.2018.12.009. 

 

5. Inoue E, Ohshima N, Ikeda M, Watanabe M, Kawashima M, Suzuki J, Masuda K, Yamane A, 

Matsui H, Nagai H. Investigation of potential prognostic factors for the increasingly prevalent miliary 

tuberculosis in Japan. Kekkaku 2018;93(11-12):591-596 

 

6. Ohta K, Adachi M, Tohda Y, Kamei T, Kato M, Mark Fitzgerald J, Takanuma M, Kakuno T, Imai 

N, Wu Y, Aurivillius M, Goldman M. Efficacy and safety of benralizumab in Japanese patients with 

severe, uncontrolled eosinophilic asthma. Allergology International 2018 Apr 67 2 266-272. 

 

7. Kamii Y, Nagai H, Kawashima M, Matsuki M, Nagoshi S, Sato A, Kohno S, Ohgiya M, Ohta K. 

Adverse reactions associated with long-term drug administration in Mycobacterium avium complex 

lung disease. International Journal of Tuberculosis and Lung Disease 2018 Dec 22-12 

 

8. Sato R, Nagai H, Matsui H, Yamane A, Kawashima M, Higa K, Nakamura S, Ohshima N, Tamura 

A, Hebisawa A. Ten Cases of Intestinal Tuberculosis which Were Initially Misdiagnosed as 

Inflammatory Bowel Disease. 10.2169/internalmedicine.2361-18 Intern Med Advance Publication. 
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Internal medicine. 2019 Jul 15;58(14):2003-2008. doi: 10.2169/internalmedicine.2361-18. 

 

9. Shimada M, Tamura A, Yokosuka K, Kusaka K, Matsui H, Nagai H, Ohta K. A successful 

pembrolizumab treatment case of lung adenocarcinoma after becoming resistant to ALK-TKI 

treatment due to G1202R mutation. Respiratory Investigation.2018.56(4).365-368. 

 

10. Sugimoto N, Suzukawa M, Nagase H, Koizumi Y, Ro S, Kobayashi K, Yoshihara H, Kojima Y, 

Kamiyama-Hara A, Hebisawa A, Ohta K. IL-9 Blockade Suppresses Silica-induced Lung 

Inflammation and Fibrosis in Mice. American Journal of Respiratory Cell and Molecular Biology 2019 

Feb;60(2):232-243. doi: 10.1165/rcmb.2017-0287OC. 

 

11. Takeda K, Chikamatsu K, Igarashi Y, Morishige Y, Murase Y, Aono A, Yamada H, Takaki A, 

Mitarai S. Six species of nontuberculous mycobacteria carry non-identical 16S rRNA gene copies. J 

Microbiol Methods 2018; 155: 34-36. 

 

12. Yokoyama A, Tamura A, Miyakawa K, Kusaka K, Shimada M, Hirose T, Matsui H, Kitani M, 

Hebisawa A, Ohta K. Pulmonary Adenocarcinoma, Harboring Both an EGFR Mutation and ALK 

Rearrangement, Presenting a Stable Disease to Erlotinib and a Partial Response to Alectinib. 

Internal Medicine. 2018 57 16:2377-2382. 

 

英文原著論文（筆頭筆者以外） 

13. Adachi M, Kozawa M, Yoshisue H, Lee Milligan K, Nagasaki M, Sasajima T, Miyamoto T, Ohta K. 

Real-world safety and efficacy of omalizumab in patients with severe allergic asthma: A long-term 

post-marketing study in Japan. Respiratory Medicine 2018 Aug;141:56-63. doi: 

10.1016/j.rmed.2018.06.021.   

 

14. Bousquet J, Hellings PW, Agache I, Amat F, Annesi-Maesano I, Ansotegui IJ, Anto JM, Bachert 
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国際学会 

1. Arakawa S Siglec-8 may predict efficacy of mepolizumab among severe eosinophilic asthma The 

67th Annual Meeting of the Japanese Society of Allergology  

 

2. Kusaka K Pulmonary Vasoreactivity to Oxygen in Pulmonary Hypertension Due to Chronic Lung 

Disease American Thoracic Society International Conference 2018, San Diego, USA   

 

3. Kobayashi K Secretary IgA induces cytokine production and inhibits proliferation and migration of 

airway epithelial cells American Thoracic Society International Conference 2018, San Diego, USA   

 

4. Kobayashi K Epithelial-Mesenchymal Transition Induced by TGF-β1 Promotes Proinflammatory 

Cytokine Production in response to CpG ODN 24th: World Congress of Asthma 2018, Tokyo, Japan 

 

5. Shimada M Benefit of medical thoracoscopy for the diagnosis of tuberculous pleuritis American 

Thoracic Society International Conference 2018, San Diego, USA   

 

6. Suzukawa M Baseline serum cytokine levels may predict responders to omalizumab and 

mepolizumab 24th: World Congress of Asthma 2018, Tokyo, Japan 

 

7. Suzukawa M Pathogenic activity of secretory IgA in lung fibrosis The 47th Japanese Society of 

Immunology 

 

8. Takeda K Species identification and in vitro antifungal susceptibility of Aspergillus Section Nigri 

from clinical isolates and clinical features of patients with lung disease The 7th Global Network 

Forum on Infection and Immunity 

 

9. Tashimo H Bronchial Aspergillosis After Bronchial Thermoplasty: A Case Report American 

Thoracic Society International Conference 2018, San Diego, USA   

 

10. Narumoto O Fungal Hyphae-Containing Eosinophilic Bronchial Mucus Plugs in Patients with 

Allergic Bronchopulmonary Aspergillosis without asthma symptoms 

 

11. Watanabe K Leptin Enhances Cytokine Synthesis By Human Lung Fibroblasts XXIV World 

Congress of Asthma 2018, Tokyo, Japan. 
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国内学会 

1. 荒川 さやか  2018年 4月 Human Lung Fibroblasts Release Inflammatory Cytokines in Response 

to Immunoglobulin A Stimulation 第 58回日本呼吸器学会学術講演会 

 

2. 赤川 志のぶ  2018年 6月 結節・気管支拡張型（中葉舌区型）肺 MAC症からみた特発性上葉肺線維症

（PPFE）様画像所見の検討 第 97回間質性肺疾患研究会 

 

3. 赤川 志のぶ  2019年 2月 間質性肺疾患における咳嗽 第 12回慈恵呼吸器疾患診断カンファレンス 

 

4. 赤司 俊介 2018 年 4 月 高流量鼻カニューレ酸素療法と標準的酸素療法との CO2 ナルコーシス患者

における有効性についての比較検討 第 58回日本呼吸器学会学術講演会 

 

5. 池田 みき 2018年 12月 分子標的治療、免疫治療薬による重篤な薬物有害反応で入院となった肺癌

患者の検討 第 59回日本肺癌学会学術集会 京王プラザホテル 

 

6. 伊藝 博士 2018年 11月 肺癌化学療法中にみられた薬剤性肺障害の 1例 第 87 回多摩呼吸器懇話会 

 

7. 伊藤 郁乃 2018 年 6 月 若年性脳卒中における睡眠時無呼吸症候群の罹患率とリハビリテーション

医療効果の検証 日本リハビリテーション医学会第 55回学術集会 

 

8. 伊藤 郁乃 2018 年 11 月 回復期病棟新設に伴う、患者属性・在院日数・在宅復帰率・ADL の変化に

ついての調査第 72回国立病院総合医学会 

 

9. 井原 亜沙子 2018 年 11 月 外来科学療法室における緩和ケア介入の後方視的調査 第 59 回日本肺

癌学会学術集会（東京） 

 

10. 井上 恵理 2018年 4月 当院における器質化肺炎の検討 第 58回日本呼吸器学会学術講演会 

 

11. 井上 雄太 2018年 7月 術後早期に再発した巨大肺嚢胞の 1例 第 38回東京胸部外科懇話会 

 

12. 井上 雄太 2018年 5月 当院における続発性気胸の臨床的検討 第 35回日本呼吸器外科学会総会・

学術集会 

 

13. 井上 雄太 2018年 7月 術後早期に再発した巨大肺嚢胞の 1例 第 6回多摩呼吸器外科医会 

 

14. 井上 雄太 2018年 11月 原発性肺癌手術時における胸腔内洗浄細胞診陽性例の検討 

第 59回日本肺癌学会学術集会 
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15. 井上 雄太 2018年 11月 炎症性肺疾患の外科療法 当院における肺非結核性抗酸菌症に対する外科

的治療 第 80回日本臨床外科学会総会 

 

16. 植木 大介 2018 年 7 月発熱性好中球減少症に対するペグフィルグラスチムの二次予防効果の検討

第 16回日本臨床腫瘍学会学術大会 

 

17. 植木 大介 2018 年 11 月 病棟薬剤業務のスキルアップを目指したプレアボイド報告体制整備へ向

けた検討－多施設共同実態調査－ 第 72回国立病院総合医学会 

 

18. 植木 大介 2019年 3月 カルフィルゾミブで透析を要する腎障害を来たした多発性骨髄腫の 1症例

日本臨床腫瘍薬学会学術大会 2019 

 

19. 扇谷 昌宏 2018年 4月 喫煙歴のある在宅酸素療法患者の生存期間に及ぼす、気腫化と線維化の影

響についての検討 第 58回日本呼吸器学会学術講演会 

 

20. 大島 信治 2018年 5月 肺炎球菌ワクチンの再々接種について 呼吸器感染症ワクチン研究会 2018 

 

21. 大島 信治 2018 年 5 月 「咳喘息治療のポイント」～アドヒアランスを踏まえた薬剤選択～ TV 

Symposium in東京 2018 

 

22. 大島 信治 2018年 6月 「咳喘息治療のポイント」～アドヒアランスを考えた薬剤選択～ 呼吸器セ

ミナーin城東 

 

23. 大島 信治 2018年 6月 アレルギー喘息治療のこれからを考える Severe Asthma Forum～アレルギ

ー喘息治療のこれからを考える～ 

 

24. 大島 信治 2018年 8月 「喘息治療のポイント～アドヒアランスを踏まえた薬剤選択～」 立川喘息

ミーティング 

 

25. 大島 信治 2018年 9月 『高齢者喘息治療のポイント～ピットフォールとアドヒアランスを踏まえ

た薬剤選択～』 西多摩医師会学術講演会 

 

26. 大島 信治 2018年 9月 「咳喘息治療のポイント」～ピットフォールとアドヒアランスを踏まえた

薬剤選択～ 呼吸器 Lecture Meeting in 町田 

 

27. 大島 信治 2018年 9月 高齢者喘息治療のポイント～ピットフォールとアドヒアランスを踏まえた

薬剤選択～ 大田区呼吸器疾患カンファレンス 
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28. 大島 信治 2018年 10月 『気管支喘息の治療戦略～軽症から重症まで～』 むさしの呼吸器ファー

ラムのお知らせ 

 

29. 大島 信治 2018年 10月 『咳喘息治療のポイント』～薬剤選択の重要性について～ TV Symposium 

in 東京 2018 

 

30. 大島 信治 2018年 11月 『高齢者喘息治療のポイント』～ピットフォールとアドヒアランスを踏ま

えた薬剤選択～ 城西喘息フォーラム 

 

31. 大島 信治 2018年 11月 『喘息にいま必要な治療～医療費負担と治療意義を踏まえた生物学的製剤

導入のポイント～』 重症喘息治療を学ぶ会～患者コミュニケーションのポイントを踏まえて～ 

 

32. 大島 信治 2018年 12月 「肺炎球菌ワクチン再接種の重要性-高齢化社会を見据えて-」 高齢者の

医療と予防を考える 

 

33. 大島 信治 2018年 12月 「最新の喘息治療について」 南多摩地区喘息講演会 

 

34. 大島 信治 2019年 2月 「ファセンラの臨床使用でわかったこと」 気道好酸球セミナー 

 

35. 大島 信治 2019年 2月 「重症喘息の治療戦略」 Severe Asthma Forum In Kiyose 

 

36. 大島 信治 2019年 3月 『高齢者喘息治療のポイント～ピットフォールとアドヒアランスを踏まえ

た薬剤選択～』 西多摩医師会学術講演会 

 

37. 大島 信治 2019年 3月 『アレルギー喘息治療のこれからを考える～症例から学ぶ抗体製剤の有用

性～』 Severe Asthma Forum  ～アレルギー喘息治療のこれからを考える～ 

 

38. 大島 信治 2019年 3月 『重症喘息治療最前線～医療費負担と治療意義を踏まえた生物学的製剤導

入のポイント～』 Asthma communication seminar 

 

39. 大田 健 2018 年 4 月 高用量 ICS/LABA でコントロール不良な日本人喘息患者を対象としたベンラ

リズマブの有効性 第 58回日本呼吸器学会学術講演会 

 

40. 大谷 恵里奈 2018 年 12 月 がん患者に対する分子標的治療・免疫治療支援チーム介入効果の検討 

第 59回日本肺癌学会学術集会 

 

41. 大谷 恵里奈 2019 年 1 月 当院の化学療法の副作用対応について Lung Cancer Team Meating 
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in North Area 

 

42. 大谷 恵里奈 2019 年 3 月 がん治療に対するチームでの取り組み 第 5 回多摩肺癌チーム医療勉強

会 

 

43. 岡嶋 大樹 2018 年 11 月 東京病院における複合機契約見直しによる費用削減の検証 第 72 回国立

病院総合医学会 

 

44. 川島 正裕 2018 年 4 月 イブニングセミナー3 喀血に対する呼吸器血管内治療～その歴史を俯瞰

し、現在のエビデンスを知る～ 第 58回日本呼吸器学会学術講演会 

 

45. 川島 正裕 2018年 4月 喀血に対する呼吸器血管内治療 その歴史を俯瞰し、現在のエビデンスを

知る 第 58回日本呼吸器学会学術講演会 

 

46. 川島 正裕 2018年 6月 診断の遅延と CAM単剤治療が難治化の要因と考えられた M. massiliense症

の一例 第 48回臨床結核研究会 

 

47. 川島 正裕 2018年 12月 病態を捉えた在宅酸素療法『抗酸菌感染症とその後遺症』 第 28回神奈川

在宅呼吸管理研究会 

 

48. 川島 正裕 2019年 3月 少量喀血に対する待機的 BAEの意義 第 4回 呼吸器血管内治療研究会 

 

49. 河村 亜莉紗 2018 年 11 月 左肺全摘出術後に嚥下障害を呈した肺アスペルギルス症の一例 嚥下

障害の臨床経過 第 72回国立病院総合医学会 

 

50. 木村 悠哉  2018年 5 月 喀血を契機に診断した誤嚥性肺炎の 1例 第 564回呼吸器臨床談話会 

 

51. 木村 悠哉 2018年 9月 化学療法終了後早期に再発し、外科的リンパ節郭清を要した頸部リンパ節

結核の一例 174回日本結核病学会関東支部学会・231回日本呼吸器学会関東地方会合同学会 

 

52. 日下 圭 2018年 4月 高齢者小細胞肺癌における化学療法 第 58回日本呼吸器学会学術講演会 

 

53. 日下 圭 2018 年 6 月 東京病院における副作用対策チームの取り組み 第 8 回北多摩北部肺癌治療

懇話会 

 

54. 日下 圭 2018年 11月 大量喀血をきたし肺切除にて診断された高安動脈炎の一例 第 232回 日本

呼吸器学会関東地方会 
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55. 日下 圭 2018 年 11 月 当院で経験した呼吸器疾患を合併した PAH/PH 症例 第７回 城北肺高血圧

症カンファレンス 

 

56. 日下 圭 2018 年 12 月 免疫関連有害事象発症例の治療と予後について 第 59 回 日本肺癌学会学

術集会 

 

57. 日下 圭 2019 年 1 月 肺疾患に伴う肺高血圧症における酸素負荷時の血管反応性についての検討 

呼吸器イメージング研究会 

 

58. 日下 圭 2019年 3月 高齢者肺癌に対する ICIの投与経験 Immuno-Oncology Seminar in Kiyose 

 

59. 小岩 智大 2018年 7月 胸部 CT上すりガラス影を呈し、診断に難渋した肺結核の 1例 第 643回 日

本内科学会関東地方会 

 

60. 金野 史 2018年 6月 結核診断における便抗酸菌検査の有用性の検討 第 96回日本結核病学会総会 

 

61. 小林 宏一 2018年 6月 A549細胞の EMT誘導後 CpG ODN刺激によるサイトカイン産生における細胞

内シグナル経路の解析 第 67回 日本アレルギー学会学術大会 

 

62. 後藤 祥吾 2018年 11月 働き方改革を進める中で個が輝くための人材育成を考える 増やすこと減

らすことで働き方改革・人材育成を考える 第 72回国立病院総合医学会 

 

63. 後町 杏子 2018年 4月 肺 MAC症の経過中に PPFE様の無気肺硬化像を呈した症例の臨床的検討 第

58 回日本呼吸器学会総会 

 

64. 齋藤 郁里 2018年 11月 胸部単純画像の送信サイズ実態調査～RISサムネイル画像導入前後におけ

る比較読影のしやすさの追求～ 第 72回国立病院総合医学会 

 

65. 佐藤 研人 2018 年 4 月 抗 MAC 抗体陽性と喀痰培養で MAC が 1 回陽性で肺 MAC 症と診断してよい

か  第 58回日本呼吸器学会総会 

 

66. 佐藤 研人 2018年 6月 MAC抗体陽性と胃液培養で MACが陽性で肺 MAC症の早期診断は可能か 第 94

回日本結核病学会総会 

 

67. 佐藤 亮太 2018年 6月 腸結核症例の臨床的検討 第 93回 日本結核病学会総会 

 

68. 佐藤 亮太 2018年 10月 GATA2遺伝子変異を認めた肺胞蛋白症の 1例 第 98回間質性肺疾患研究会 
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69. 清水 宏繁 2018年 7月 壊死性血管炎所見を呈した肺高血圧症の一剖検例 第 53回呼吸器病理研究

会 

 

70. 城 幸督 2018年 6月 結核入院治療中における Clostridium difficile infection発症例に関する

検討 第 92回日本感染症学会学術講演会 第 66回日本化学療法学会総会 合同学会 

 

71. 新福 響太 2018年 6月 Mycobacterium avium complexに対してガイドラインに沿った治療を行っ

た後の再発リスクについての検討 第 93回日本結核病学会総会 

 

72. 新福 響太 2018年 6月 Mycobacterium avium complexに対してガイドライン治療を行った後の再

発リスクについての検討 第 93回日本結核病学会総会 

 

73. 新福 響太 2018年 7月 MTX関連リンパ増殖性疾患と MTX関連間質性肺炎が同時に認められた 1例 

第 230回日本呼吸器学会関東地方会 

 

74. 鈴川 真穂 2018 年 4 月 間質性肺炎の肺病変における IL-9 および IL-9 レセプターの発現解析 第

５８回日本呼吸器学会学術講演会 

 

75. 鈴川 真穂 2018 年 6 月 メポリズマブ投与喘息患者における血清サイトカイン値の検討 第６７回

日本アレルギー学会学術大会 

 

76. 鈴川 真穂 2018年 10月 結核感染における QFT Gold Plus, QFT Gold In Tubeの残血漿中サイト

カイン値の検討 第 67回日本感染症学会東日本地方会学術集会・第 65回日本化学療法学会東日本支部総

会合同学会 2018 

 

77. 鈴木 淳 2018年 6月 急性呼吸促迫症候群を合併した粟粒結核症例の検討 第 93回日本結核病学会

総会 

 

78. 鈴木 純子 2018年 10月 高齢者結核について 北区 結核講演会 

 

79. 鈴木 純子 2019 年 2 月 慢性肺アスペルギルス症治療における抗真菌薬の使い分けと使用法 第 47

回本郷呼吸器研究会 

 

80. 瀬口 健至 2018年 10 月 急速な転機を辿った腎粘液管状紡錘細胞癌の 1例 第 83回 日本泌尿器

科学会東部総会 

 

81. 武田 啓太 2018年 6月 活動性結核、LTBI、結核既往、健常対象における QFT-Gold Plus、QFT Gold 

In Tube、T-SPOT TBの比較検討 第 93回 日本結核病学会総会 
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82. 武田 啓太 2018年 6月 増悪と自然寛解を繰り返した肺 MAC症の 1例 第 86回多摩呼吸器懇話会 

 

83. 武田 啓太 2019年 2月 IGRAの適正な解釈と活用について 第 16回結核研修セミナー 

 

84. 田下 浩之 2018年 11月 当院におけるベンラリズマブの使用経験 第 82回臨床アレルギー研究会 

 

85. 田村 厚久 2018年 6月 肺腺癌における EGFR変異と潜在性結核感染症 第 93 回日本結核病学会総

会 

 

86. 田村 厚久 2018年 10 月 結核の最新の診断と治療について 江東区保健所主催講演会（江東区医師

会学術部共催） 

 

87. 田村 厚久 2018年 11 月 肺がん治療の現状 東京都病院協会 診療情報管理勉強会 シリーズ講座 

臨床医学勉強会 第 16回 

 

88. 田村 厚久 2018年 12 月 最近の肺癌患者における LTBI 第 59 回日本肺癌学会学術集会 

 

89. 坪内 陽子 2018 年 11 月 脳梗塞慢性期に軽度嚥下障害が残存した一症例に対する表面電気刺激療

法 第 72回国立病院総合医学会 

 

90. 當間 重人 2018 年 5 月 関節リウマチ治療の”現在地”-NinJa でみる変遷と残された課題- 

Biologics User's Meeting in YAMAGATA 

 

91. 當間 重人 2018年 5月 関節リウマチ治療の”現在地”-NinJaでみる変遷と残された課題- プライ

マリ・ケア医、専門医のための関節リウマチ公開セミナー 

 

92. 當間 重人 2018年 7月 NinJaから見えてくる関節リウマチ治療の現状とトファシチニブへの期待

と課題 多摩地区関節リウマチ治療学術講演会 

 

93. 當間 重人 2018年 7月 NinJaから見える関節リウマチ治療の現状と課題 ～エタネルセプトが果

たしてきた役割～ 第 16回 Rheumatology Update Tokyo -RA治療に携わる整形外科医の集い- 

 

94. 當間 重人 2018年 7月 関節リウマチ診療の現状と課題を考えてみる 第 22回相模原リウマチ講演

会 

 

95. 當間 重人 2018年 8月 関節リウマチ診療の変遷と残された課題-NinJaからの報告- 平成 30年度

第 2階（通算第 331回）東京都臨床整形外科医会（TCOA)統合研修会 
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96. 當間 重人 2018年 8月 日本における関節リウマチ治療の変遷と現状～NinJaからの報告～ エンブ

レルインターネットシンポジウム 

 

97. 當間 重人 2018年 11月 バイオシミラーは RA完解患者を増やせるか？ 第 33回日本臨床リウマチ

学会 

 

98. 當間 重人 2019 年 1 月 日常診療における MTX の役割とオレンシアの可能性 関節リウマチ懇話会

in 中越 

 

99. 永井 英明 2018 年 4 月 非結核性抗酸菌症の Up To Date 第 22 回区西南部総合診療・感染

+C7:E36+C7:D9症研究会 

 

100. 永井 英明 2018年 4月 知らなきゃ恥ずかしい結核の基礎知識：肺結核の診断 第 58回日本呼吸器

学会学術講演会 

 

101. 永井 英明 2018年 6月 結核感染制御における IGRA の重要性について 第 92回日本感染症学会学

術講演会,第 66回日本化学療法学会総会合同学会 

 

102. 永井 英明 2018 年 6 月 【成人肺炎診療ガイドライン 2017－高齢者肺炎治療の是非をめぐって】 

終末期高齢者の肺炎治療について考える －終末期高齢者結核治療から得られること－ 第 92 回日本感

染症学会学術講演会,第 66回日本化学療法学会総会合同学会 

 

103. 永井 英明 2018年 6月 非結核性抗酸菌症の診断と治療 －最近の感染症の話題を添えて－ 城東

呼吸器セミナー 

 

104. 永井 英明 2018年 6月 結核感染制御における IGRA の意義および QFT-Plusについて 第 8回結核

感染診断研究会 

 

105. 永井 英明 2018年 6月 多剤耐性結核の治療とデラマニドの意義 第 93回結核病学会総会 

 

106. 永井 英明 2018年 7月 結核の病院感染予防対策 日本病院会主催「感染対策担当者のためのセミ

ナー」 

 

107. 永井 英明 2018年 7月 精神科病院における結核感染対策 第 6回精神科感染制御セミナー 

 

108. 永井 英明 2018年 9月 日本の高齢者における季節性インフルエンザの現状について メディアラ

ウンドテーブル「インフルエンザ弱者」を取り巻く疾病負荷」～健康な高齢化社会を見据えた海外の最新
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動向と日本の現状～ 

 

109. 永井 英明 2018年 9月 ランチョンセミナー１：肺アスペルギルス症の病態および診断と治療 －

呼吸器疾患合併症としてのアスペルギルス症－ 第 62回日本医真菌学会総会・学術集会 

 

110. 永井 英明 2018年 9月 高齢者における季節性インフルエンザの疾病負荷について 高抗原量季節

性インフルエンザワクチンアドバイザリー会議 

 

111. 永井 英明 2018年 9月 非結核性抗酸菌症の治療について 第 23回南東北化学療法シンポジウム 

 

112. 永井 英明 2018年 9月 結核感染症における IGRAの位置づけ 第 6回結核感染診断フォーラム 

 

113. 永井 英明 2018年 10 月 IGRAの適正な解釈と臨床上の位置づけ 第 81回日本呼吸器学会・日本結

核病学会/日本サルコイドーシス/肉芽腫性疾患学会九州支部秋季学術講演会 

 

114. 永井 英明 2018年 10月 HIV感染症における緩和ケア ＆ 非結核性抗酸菌症 九州ブロックエイ

ズ拠点病院研修会 

 

115. 永井 英明 2018年 10 月 インフルエンザについて 報徳看護専門学校「りんどう祭」記念講演会 

 

116. 永井 英明 2018年 10 月 結核の院内感染対策 報徳会宇都宮病院 院内感染対策講演会 

 

117. 永井 英明 2018年 11 月 非結核性抗酸菌症の治療をどうする？ 第 6回富山結核・抗酸菌症研究会 

 

118. 永井 英明 2018 年 11 月 成人を対象としたワクチン －帯状疱疹ワクチン－ 第 24 回 北多摩北

部感染対策研究 

 

119. 永井 英明 2018年 12 月 肺炎球菌ワクチン PPSV23の再接種の考え方 成人ワクチンお昼の Web講

演会 

 

120. 永井 英明 2019年 2月 Interferon-γ Release Assay の基本と応用:IGRAの原理と応用 第 30回

日本臨床微生物学会総会・学術集会 

 

121. 永井 英明 2019年 2月 これからのワクチン戦略：誰が、いつ、何を？: 高齢者 第 30回日本臨

床微生物学会総会・学術集会 

 

122. 永井 英明 2019 年 2 月 結核と非結核性抗酸菌症 東京内科医会 第 35 回セミナー：21 世紀の感

染症対策 2019 
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123. 永井 英明 2019 年 3 月 結核診断と治療の現状と課題 ～IGRA の臨床上の位置づけ～ QIGENⓇ

IGRAセミナー東京 2019 ～結核の診断と治療における IGRAの役割～ 

 

124. 中山 馨 2018年 10月 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症に眼瞼結膜腫瘤を合併した 1症例 第 72回 

日本臨床眼科学会 

 

125. 中村 真弓 2018年 2 月 経腸栄養ポンプ使用に嘔吐症状の改善がみられ離床が可能となったくも

膜下出血の一症例 回復期リハビリテーション病棟協会第 33回研究大会 

 

126. 中村 澄江 2018 年 5 月 局所麻酔下胸腔鏡にて確定診断した胸水随伴悪性リンパ腫の 2 例 第 41 

回日本呼吸器内視鏡学会学術集会 

 

127. 長瀬 まき 2018 年 4 月 高度皮疹により投与継続困難となった分子標的薬に対する急速減感作療

法の有用性 第 58回日本呼吸器学会学術講演会 

 

128. 長瀬 まき 2018年 10 月 膀胱癌に対し BCG膀胱内注入療法を受け、14年後に BCGによる粟粒結核

を発症した 1例 第 67回日本感染症学会東日本地方会学術集会第 65回日本化学療法学会東日本支部総会 

合同学会 

 

129. 名越 咲 2018年 4月 肺アスペルギルス症における Platelia Aspergillus IgG測定の検討  第 60

回日本呼吸器学会総会 

 

130. 名越 咲 2018年 6月 2017/2018年 4価インフルエンザワクチンの有効性と安全性についての臨床

研究 第 92回日本感染症学会学術講演会 第 66回日本化学療法学会総会 合同学会 

 

131. 野上 智絵 2018年 6 月 多職種チーム連携により意志決定支援を実践し在宅での最期を迎えられ

た一事例 第 23回日本緩和医療学会学術大会(神戸） 

 

132. 野上 智絵 2018 年 11 月 退院調整看護師参加によるスムーズな在宅緩和ケアへの移行 第 72 回

国立病院総合医学会（神戸） 

 

133. 橋本 研甫 2018年 6月 抗酸菌治療における急速減感作療法の安全性 第 93回日本結核病学会 

 

134. 花井 みき 2018年 6 月 当院における肺 Mycobacterium avium complex 症に対する Sitafloxacin

使用症例に関する検討 第 93回日本結核病学会総会 

 

135. 花村 芽衣 2018年 11 月 労作時酸素化低下に伴い呼吸苦が少ない間質性肺炎患者に対して療養日
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誌による相互的自己管理教育が有効であった１症例 第 72回国立病院総合医学会 

 

136. 八丁 明菜 2018 年 11 月 緩和ケア病棟で最期を迎える患者の家族へのケア計画 ～ﾘｰﾌﾚｯﾄを用い

た家族ケアに着目して～  第 72回国立病院総合医学会（神戸） 

 

137. 比嘉 克行 2018年 6月 肺結核に続発した気胸例の検討 第 95回日本結核病学会総会 

 

138. 比嘉 克行 2018年 6月 若年発症肺 MAC症の検討 第 97回日本結核病学会総会 

 

139. 比嘉 克行 2019年 2月 胸囲結核との鑑別が困難であった Aspergillus fumigatus による膿胸・皮

下膿瘍の 1剖検例 第 233回日本呼吸器学会関東地方会 

 

140. 深見 武史 2018 年 5 月 肺癌術後フォロー中に肺アスペルギルス症に罹患した症例の検討 第 35

回日本呼吸器外科学会総会・学術集会 

 

141. 深見 武史 2018 年 6 月 当院における慢性肺アスペルギルス症に対する肺切除例の検討 第 93 回

日本結核病学会総会 

 

142. 深見 武史 2018年 12 月 2018年 国立病院機構東京病院手術症例 第 39回東京胸部外科懇話会 

 

143. 福田 功 2018 年 6 月 前投薬として漢方薬が有効であったパニック障害合併手術患者２症例につ

いて 第 69回日本東洋医学会学術集会 

 

144. 福田 功 2018年 8月 分娩時損傷による排尿、排便障害に対して桃核承気湯が効いた 1症例 第 38

回産婦人科漢方研究会 

 

145. 藤田 克也 2018年 11 月 水晶体被ばくの実態調査 －国立病院等の不均等被ばくに関する現状－ 

第 72回国立病院総合医学会 

 

146. 藤田 克也 2018 年 11 月 群馬県技師会と共催したポジショニング研修会の教育効果 〜研修会前

後での臨床画像から評価した結果〜 

 

147. 古川 雅徳 2018 年 11 月 機能的電気刺激により反張膝改善を認めた脳卒中患者の歩行分析 第 72

回国立病院総合医学会 

 

148. 蛇澤 晶 2018年 6月 結核菌感染症の病理 第 107回 日本病理学会総会 

 

149. 蛇澤 晶 2018年 7月 間質性肺炎の病理 第１回 坪井病院 MDD カンファランス 
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150. 蛇澤 晶 2018年 7月 TBLBで太い肺動脈が損傷され喀血で亡くなった一例 第 53回呼吸器病理研

究会 

 

151. 蛇澤 晶 2018年 8月 IPF の病理形態 第 2回 IPF educational seminar 

 

152. 蛇澤 晶 2018年 10月 抗 GM-CSF抗体陰性の肺胞蛋白症 第 98回間質性肺疾患研究会 

 

153. 蛇澤 晶 2018年 10月 慢性間質性肺炎 VATS６例の病理形態を提示 第 19回東京びまん性肺疾患研

究会 

 

154. 蛇澤 晶 2019年 1月 間質性肺炎の病理 第２回 坪井病院 MDD カンファランス 

 

155. 蛇澤 晶 2019年 1月 びまん性気管支拡張症の病理形態 第 47回難治気道疾患研究会 

 

156. 蛇澤 晶 2019年 2月 IPFを中心とした慢性間質性肺炎の病理形態 第 42回 東邦大学呼吸器セミ

ナー 

 

157. 蛇澤 晶 2019 年 3 月 好酸球性肉芽腫性多発血管炎 (eosinophilic granulomatosis with 

polyangiitis) の病理形態 第 38回日本画像医学会 

 

158. 蛇澤 晶 2019年 3月 肺アスペルギルス症の病理形態と細胞診像 第 48回多摩細胞診研究会 

 

159. 堀部 光子 2018年 11 月 慢性結核性膿胸に合併した血管肉腫 Chest imaging forum 

 

160. 本間 仁乃 2018 年 6 月 肺高血圧症患者における右心機能保持のための血行動態指標とは? 日本

超音波医学会第 91回学術集会 

 

161. 松木 明 2018年 6月 肺 M. abscessus complex 症における MAC抗体の陽性率 第 93回日本結核病

学会総会 

 

162. 水口 寛子 2018 年 9 月 過去 12 年分の OT 学会における呼吸器関連演題のレビュー 第 52 回作業

療法学会（名古屋） 

 

163. 水口 寛子 2018 年 11 月 作業療法が処方された新規 HOT 導入患者の特徴 -患者台帳からの後方

視的調査- 第 72回国立病院総合医学会 

 

164. 見波 亮 2018年 6月 ICUにおける早期離床の進め方 第 8回日本離床学会全国研修・学術大会 
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165. 見波 亮 2018年 6月 NPPVの基礎知識 第 8回日本離床学会全国研修・学術大会 

 

166. 宮川 和子 2018 年 5 月 当院における気管支サーモプラステイ長期経過の報告 第 41 回 日本呼

吸器内視鏡学会学術集会 

 

167. 宮本 直 2018年 11月 末期を自宅で過ごす呼吸器疾患患者の退院調整への臨床工学技士の係わり 

第 72回国立病院総合医学会 

 

168. 村山 朋美 2018 年 6 月 緩和ケアチーム活動の質の向上を図るための取り組み 第 23 回日本緩和

医療学会学術大会(神戸） 

 

169. 森 達也 2018年 11月 公共交通機関利用に向けてルート検索アプリ導入が有効だった高次脳機能

障害の一例 第 72回国立病院総合医学会 

 

170. 守尾 嘉晃 2018年 6 月 診療ガイドライン（GRADE 方式） から見た 3 群 PH の現状 第 3回日本肺

高血圧・肺循環学会学術集会、シンポジウム、大阪 

 

171. 守尾 嘉晃 2019 年 2 月 診療ガイドライン（GRADE 方式） から見た 3 群 PH の現状 北多摩地区肺

高血圧症講演会、state of the art、東京 

 

172. 山口 悟史 2018 年 11 月 他院紹介 CD の入出力を簡便に効率的に改善した事例 ～紹介情報管理

システム MoveBy導入による恩恵～ 第 72回国立病院総合医学会 

 

173. 安田 将 2018 年 12 月 看護師の勤務体制変更による脳血管疾患患者の転倒に関する考察 第 16

回国立病院看護研究学会学術集会(広島） 

 

174. 山口 美保 2018年 9月 発症から 8ヵ月後に卵巣奇形腫が判明した抗 NMDA受容体抗体脳炎の 1例 

第 644回日本内科学会関東地方会 

 

175. 山口 美保 2018 年 7 月 食道悪性黒色腫による食道通過障害に対して放射線治療が奏功した 1 例 

第 643回日本内科学会関東地方会 

 

176. 山本 純平 2018年 10 月 EGFR-TKI rechallenge 中の小細胞癌形質転換の 1例 第 645回日本内科

学会関東地方会 

 

177. 山本 章太 2018年 4月 経皮的気管支動脈塞栓術における術中合併症 血管損傷 24例の検討  第

59 回日本呼吸器学会総会 
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178. 山根 章 2018年 6月 軽症 M. abscessus .abscessus症の 1例 第 48回 臨床結核研究会 

 

179. 山根 章 2019年 1月 無治療で軽快した肺 M. abcessuss 症の 1例 第 49回 臨床結核研究会 

 

180. 横須賀 響子 2018年 4 月 メポリズマブ導入症例の臨床的検討  第 58回日本呼吸器学会総会 

 

181. 吉川 祥子 2018 年 11 月 左被殻出血により右片麻痺を呈した患者に機能的電気刺激装置（NESS 

H200）を用いて麻痺側手指の痙縮抑制、機能維持を図っている１例 第 72回国立病院総合医学会（神戸） 

 

182. 吉田 大介 2018年 11 月 空洞性結節を呈した肺原発悪性リンパ腫にアスペルギルス感染を併発し

た一例 第 59回日本肺癌学会学術集会 

 

183. 吉田 大介 2019年 1月 血痰を伴う肺アスペルギルス症はどこまで外科治療をすべきか？ 第 7回

多摩呼吸器外科医会 

 

184. 吉田 大介 2019年 3月 TBLBによる大喀血に対し ECMO下に緊急左肺下葉切除を施行した一例 第

184 回日本肺癌学会関東支部学術集会 

 

185. 四元 拓真 2018 年 5 月 胸腔鏡下に切除した肺葉内肺分画症の 4 例 第 35 回日本呼吸器外科学会

総会・学術集会 

 

186. 四元 拓真 2018年 12 月 前縦隔腫瘍が疑われた卵巣癌術後晩期再発の 1例 第 59回日本肺癌学会

学術集会 

 

187. 我妻 美由紀 2018年 6 月 Allergic bronchopulmonary mycosis(ABPM)の細胞像と診断有効性につ

いての検討 第 59回日本臨床細胞学会総会 

 

188. 脇 実花 2018年 11月 ICUにおける挿管患者へのせん妄ケアの現状 ～J-PADガイドラインを導

入して～ 第 72回国立病院総合医学会（神戸） 

 

189. 渡邉 かおる 2018 年 9 月 レプチンによる肺線維芽細胞の活性化機構の検討 第 32 回 アレルギ

ー・好酸球研究会 

 

190. 渡辺 将人 2018年 6月  機械的人工換気を要した肺結核症例の治療成績 第 93回日本結核病学会

総会 

 

191. 渡辺 将人 2018年 9月 急速に進行した両肺びまん性誤嚥性肺炎の 1例 第 644回日本内科学会関

東地方会 


